いつまでたっても先へ進めないよね。とりあえず、また十字路へもどってと。
に28へ
376
100ドルなら、ホテル代にとってあるけど……。ぼくは、ポケットに入っているお金を
触りながら、みんなの顔を見回した。
「俺たちは、おまえの決定に文句は言わん」プーの意見に、ほかの2人もうなずく。
●情報を聞く……………414●聞かない…561ヘ
37フ7
こうなったら、シャーク団をおとなしくさせるしかない!そうすれば、市長も封鎖を解
いてくれるだろう〓ぼくは、シャーク団と対決するために、ゲームセンターへと向かった。
勢いこんで、ゲームセンターの扉を開ける。ところが、中に入ったところを、あっという
間に取り囲まれてしまった。
「なんだ、こいつ。バットなんか持って!殴りこみか〓」
シャーク団の不良たちは、今にも襲ってきそうな勢いだった。ところが……。
「まてまて、みんな手を出すな」
まっ赤な派手なスーツを着た男が店の奥から現れ、みなを制した

